
どうする？ 

うわまち病院＆市民病院 
地域医療のあり方を考えたとき、 

市立 2病院はどうあるべきか。 

伊関友伸教授 講演会＆意見交換会 

病院経営問題のプロから見た、 

横須賀市が進むべき方向性は 

ご講演の他、市の状況説明や会場からの質疑応答も行います。 

 

●日時：２０１８年１０月１日(月)  

           １８:３０～２０:３０ (開場１８:１５) 

 

●場所：ヨコスカベイサイドポケット 

     (汐入駅徒歩１分 芸術劇場４Ｆ) 

 

●対象：どなたでも歓迎 

●申込：不要 

●主催：よこすかの医療の未来を考える会 

●問合せ：担当 髙橋英昭 070-2209-3301 

伊関 友伸(いせき ともとし)氏 略歴 

 1961 年東京都生まれ。東京大学大学

院修士課程修了。埼玉県庁職員を経

て、現在は城西大学経営学部教授として

行政マネジメントを教える。2006 年 8 月

～2007 年 3 月、北海道夕張市の医療

再生アドバイザーとして夕張医療センター

設立に携わった他、兵庫県丹波市の「県

立柏原病院の小児科を守る会」の活動支

援など、地域医療・自治体病院の経営の

問題について実践的研究を続ける。 


